
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しまし

たので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和 ２年 ５月 １４日 

学校名  福井市中藤小学校   

校長氏名  西村 美貴穂   

 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 中藤島地区の環境、地球環境、エネルギーについて学習します。 

② 学校で節電、節水、ゴミの分別、ゴミの減量に努めます。 

③ 地域と連携し、資源回収に進んで参加するよう努めます。  

２ 取組内容 

① 環境学習 

・中藤島地区の環境や地球環境について調べ活動を行います。 

・自分たちの学校の太陽光発電について調べ、これからのエネルギーについて考えていき

ます。 

②  節電・節水 

・環境委員会が、自校の節電・節水の現状について理解し、節電・節水の大切さを全校に

呼びかけます。 

・校内のゴミの分別について調べ、全校に分別の大切さを呼びかけます。 

・自分たちが率先して学校生活に活かしていきます。 

③ 地域と連携した分別回収 

・アルミ缶や古紙の回収を PTAや地域と連携して実施します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

②節電・節水では、環境委員会が全校に向けて節電・節水の大切さを呼びかけ、全校児童

一人一人が主体的に節電・節水活動に参加できるように工夫する。（⑦進んで参加する態

度） 



様式第２号                                               （提出日）令和 ３年 ２月 １０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

中藤小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 中藤島地区の環境、地球環境、エネルギーについて学習し

ます。 

② 学校で節電、節水、ゴミの分別、ゴミの減量に努めます。 

③ 地域と連携し、資源回収に進んで参加するよう努めます。  

２ 取組内容 

③ 環境学習 

・SDGsの視点を踏まえて、環境について調べ活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

④ 節電・節水 

・環境委員会が、自校の節電・節水の現状について理解し、節電・節水の大切さを全校に呼

びかけました。 

・校内のゴミの分別について調べ、全校に分別の大切さを呼びかけました。 

・自分たちが率先して学校生活に活かしていきました。 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①について、環境学習では、人間と環境との関わりに関するものと、環境に関連する人間と

人間の関わりに関するものの両方の視点から学習しました。（相互性） 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

①5年生が SDGsの視点を踏まえて、環境学習を行いました。人間活動と環境との関わ

りを学習し、環境保全に配慮した望ましい働きかけや持続可能な社会を担っていく

上での自分たちの責任などについて考えることができました。 

②環境委員会が節電・節水の達成度をチェックし、呼びかけることで、全校児童に節

電・節水の意識をもたせるきっかけを作ることができました。 



 

 

【改善点】 

①環境について学習したのは、5 年生のみなので、全校児童が環境について考えること

ができるような機会を作るべきだと感じました。 

②節電の意識の向上はみられるが、節水に対する意識はまだ低いと思われます。よりよ

い環境を維持していくために自分たちにできることは何かということを、学年に応

じた取り組みができるようにしたいです。 


